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種 macula に つい て くわ し い 記 載 は 省略 する が , 前 次 地 色 は 暗 灰 褐色 , 後半 の 地 色 は か な り 濃 い 黄 色 で ある . 本 
種 は イン ド の Nilgiris か ら 記載 され た も の で ある が , 日 本 に も っ と も 近い 既知 産地 は 台湾 で , 了 HAwpsoN (1913) 
に よっ て 関 仔 嶺 (Kanshirei) が 記録 され て いる . また セラ ム 島 の 山地 (6000 フィ ー ト ) で は 本 種 の 別 亜 種 の . が . 
reducta A. E. PRoor (1922, Bull. Hill Mus., 1 : 223) が 多数 採集 され て いる の で , 本 種 は 東南 アジ ア の 高地 
残る 山 棲 み の 種 で ちあ る か も し れ な い . お そら く 本 種 は 偶 産 媒 で は な く , 奄美 大 島 の 山地 に 分 布 し て いる も の と 信 ず 
る . 


Summary 


A female specimen of Ulothrichopus macula (HawPsoN), as figured above, was collected at mountain- 
side of Amami-Oshima Is. in August 1967. This is a northernmost record of capture, and that island 
may be a northernmost habitat of this Indo-Malayan species. It was already known from the mount 
of Central Taiwan, 





日 本 未 記 録 の コ ャ ヤ ガ の 一 竹 


Autoba trilinea (DE JOANNIS) に つい て 
艇 繁 郎 


東京 都 大 田 区 大 森北 4 丁目 14-12 


Notes on Autoba trilinea (DE JoANNIS), an unrecorded species 
from Japan (Lep.: Noctuidae, Acontiinae) 


SHIGERO SUGI 


日 本 未 記 録 の コ ャ が の 1 種 の 標本 を 調査 する と と が で きた の で 報告 する . 貴重 な 材料 を 恵 与 さ れ , その 研究 を 委 
ね られ た 池田 市 の 山本 義 丸 氏 に 深謝 する . 


Autoba trilinea (Dr Joanntis) ベニ ミス ジコ ヤ ガ ( 新 称 ) 


Eublemma trilinea DE Joannis, 1909, Bull. Soc. ent. Fr. 1909 : 167 : HAwpsoN, 1910, Cat. Lep. Phal. B. M., 
10 : 165, pl. 153 : 21 [Zi-ka-Wey, 1S19]. 

Autoba trilinea : WARREN, 1912 in SgiTz, Gross-schmett. Erde, 3 : 270, pl. 51n. 

$ ゃ . 開 張 13-14mm. 頭頂 お よび 頭 板 は 淡 褐 色 . 胸 背 は 淡紅 色 だ が , 前 
胸部 か ら 前 緒 基 部 に か け て 白色 を 呈す る . 腹 背 は 淡 褐 色 に 暗 褐 色 鱗片 を 混 
じ , 環 節 端 部 は 淡色 を お びる . 前 甚 は 淡紅 色 , 褐色 鱗片 を 混 ず る が , 全体 に 強 
く ピ ンク 人 色 を お び て み える . 内 横線 は や や 細く 波状 を 呈し , 淡色 , 外側 を 褐 
公 に ふち どら れる . 中 横線 は 前 緑 下方 で 外 方 に か ど ば り , 以下 後 縁 まで は ば 
直線 状 で , 淡色 , その 内 側 は 強く 褐色 を お びる . 外 横 線 も 第 6 豚 付 近 か ら 外 [ 
緑 まで は ほぼ 直線 状 で 内 側 に 柱 色 細線 で らち どら れる . 前 緑 知 頂部 付近 kk 小 Fig 1 tot riomed (Pz 
さ な 白 色 影 が あり , 亜 外縁 線 は 小黒 点 列 と な る が , 特 甚 頂部 に 近い 2 黒点 RI 
が 顕著 で ある . 外縁 部 に は 細い 淡色 条 が 走り , 縁 毛 は 濃い 紅 褐 色 で ある . 

後 麺 は 淡 黄 白色 で , 内 縁 お よび 外縁 部 は 紅 褐色 を お び , 次 の 内 半 に は 2 条 の 横線 を 現す . 緑 毛 は 紅 棒 色 で ある . 

所 検 標本 : 大 阪 府 池田 市 , 3 る 19, 30. viii. -7. ix. 1964 (羽化 ), 山本 義 丸 採集 お よび 飼育 . 杉 所 蔵 . 

上 記 の 標本 は , 1963 年 10 月 。 山本 義 丸 氏 が 幼虫 を 発見 し , 飼育 に よ つ て , 翌 夏 羽化 せしめ た 材料 の 一 部 で , 同 
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氏 に よる と , 本 種 の 幼虫 は アキ ニレ の 樹幹 上 か ら 多 数 採集 され た . お そら く 樹 幹 上 の 地 衣 類 を 食 人 錠 と し て いる も の 
と 推定 され る . 

種 trilinmea は , DE JoANNrS に より , 中 国 中 部 の 標本 に より 記載 され , の ち HAmpsox に より 【〔 模 式 標 本 が ] 
示さ れ た . 日 本 産 の 材料 は 記載 と きわ め て よく 一 致す る の で , 同定 に は まず 問題 な いも の と 思わ れる . また 属 
4utoba は 。 近 緑 届 で ある Eublemma や Catoblemma な ど と と も に , 特異 な 食性 を も つ 種 を 含む と と で 知ら れ て 
いる . た と えば , イン ド 産 の 4utoba の 一 種 は 葉 上 の アリ マキ を 捕食 する と いう . と れ ら の 群 は 旧 熱 帯 に 多く の 種 
を 産 する が , 分 類 学 的 研究 も や お くれ て お り , 生活 史 の 知ら れ た 種 も 全体 と し て は わずか で ある . それ ら の 研究 が も 
っ と 進ま な いと , 食 虫 性 コ ヤ ガ の 食性 の 起源 を 論ずる わけ に は いか な い が , と に か く と れ で 日 本 で は Catoblemma 
の 1 種 と 4utoba の 1 種 の 幼虫 が と も に 山本 義 丸 氏 の 努力 で 発見 され た と と を 喜び た い ・ 





Summary 


Several specimens of Autoba trilinea (DE JoANNIs) were obtained from larvae found on the trunk of 
Ulmus parvifolia Jace. by Mr. Y. YAwAworo, in summer of 1963. It is presumable that the larva may 
feed on the Jichen growing on the bark. This species has been known only from the types taken in 
China. 





ゴマ ダラ チョ ウ の 第 3 化 発 生 に 関す る 一 資料 


自 水 隆 ・ 鈴 木 光 
九州 大 学 教養 部 生物 学 教室 


ゴマ ダラ チョ ツウ Hestina japonica C. et R.FELDER は 北海 道 や 本 州 の 楽 冷 な 地域 で は 年 1 回 の 発生 と いう が , 
本 邦 西 南部 の 中 地 で は 通常 年 2 回 ( 春 型 5 て 6 月 , 夏 型 7 て 8 月 ) の 発生 で , 9 て 10 月 に し ば し ば 第 3 化 と 推定 き 
れる 成虫 の 飛 北 が 見 られ る と と は 一 般 に よく 知ら れ て いる . し か し と の 第 3 化 の 実態 つい て と れ を 証明 する 確実 
な 資料 を 知ら な い . 

1968 年 8 月 3 日 に 福岡 県 粘 屋 郡 若 杉山 荒田 で 鈴木 光 の 採集 し た 1 ? より 採卵 を 行い , 8 月 4 て 6 日 に 170 卵 を 
えた . と の 卵 か ら 8 月 8 日 に ふ化 し た 61 頭 の 1 令 幼 虫 を 直ちに 九 大 教養 部 構内 の 蝶 飼 育 室内 の エノキ に 放 飼 し , 
その 後 の 経過 を 観察 し た . と の 飼育 室 は 広 さ 20 平 方 m, 高き 2.5 m, 上 面 お よび 全 側 面 は すべ て 防虫 ビニ ー ル 網 
で 首 っ て ある の で , 飼育 条件 は まず 自然 状態 と 同じ で ある と 考え て よい . 

と の 61 頭 の 幼虫 の うち 29 頭 は ずん ずん 生長 し て , 9 月 7 日 より 10 月 3 日 に か け て その 全部 が 羽化 し た . 他 の 
32 頭 は 4 令 ま で は 前 記 の 不 休 眠 幼 虫 と の 間 に 生 長 の 差 は 認 め ら れ な か っ た が , 4 令 に な っ て か ら 著 し く 生 長 が 緩 
慢 と な り , 葉 上 に 静止 し た まま は ほとんど 摂 食 せ ず , 不 休眠 幼虫 の 全部 が 羽化 を 完了 し た 後に , や っ と 第 4 回 の 脱皮 
(10 月 5 て 22 日 ) を 行っ て 5 令 と な っ た . これら の 幼虫 は 11 月 11 日 前 後 か ら 褐 色 化 を は じ め , 11 月 下旬 頃 か ら 越 
冬 態 勢 に 入っ た . 

8 月 3 日 に 採集 され た 母 蝶 は まず 問題 な く 第 2 化 の 成虫 と 考え られ る が , と この より 同時 に 産ま れ た 卵 か ら ふ 化 
し た 幼虫 は , 第 3 化 を 生ずる 不 休眠 幼虫 と , 越冬 に 入る 休眠 幼虫 の 二 群 に 極め て 明瞭 に 分 離し た わけ で , 上 暖地 に お 
いて は “第 3 化 が 9 て 10 月 に 発生 する とこ と こと”, し か も それ は “部 分 的 の も の で ある "” と と を と の 資料 は 明確 に 示し 
て いる も の と 思う 

な お 越冬 に 入る 5 令 の 休眠 幼虫 の 頭 部 突起 の 形態 は 不 休眠 幼虫 の それ と は 一 見 し て 区 別 で きる ほど に 顕著 に 相 
違 す る . と の 事実 は 重要 な 意味 を 持つ と 考え られ る に か か わら ず , 従来 この と と を 明瞭 に 記述 し た 報 文 は な いよ う 
で , また 外国 の 文献 に も 蝶 類 全般 を 通じ て と の よう な 例 の 記載 を 見 出し えな い . と の 事実 は と くに 注目 すべ き 事 柄 
で ある と 考え た の で , と の 機会 に 付記 し た 次 第 で ある . 
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